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会員の活動報告
（昭和60年9月～昭和61年12月）
伊地智均
L'id飴 dutheatre dans les theories dramatiques preclassiques en France 
（「東北大学文学部研究年報」第35号〔1985年度〕， 61年3月）
伊藤誠宏
一般教育について（「葦」 74号，関西大学教育後援会， 61年8月）
小方厚彦
Robert Estienneの『フランス文法論』 0557)について（「関西大学文学論
集」創立百周年記念特輯， 61年1月）
奥純
Alain Robbe-Grilletにおける時間について（「関西大学文学論集」創立
百周年記念特輯， 61年1月）
柏木治
自伝の真実とエクリチュールの虚構ーースタンダールの「父」をめぐって—
（「仏語・仏文学」第15号， 61年2月）
「自己」をめぐるエクリチュールと言語の問題(「1/0」創刊号，幻想社， 61年10月）
《Laclasse pensante》―スタンダールの Dunnouveau complot contre 
les industrielsに関して一（関西大学仏文学会口頭発表， 61年12月）
片山知恵子
モロッコに旅して（奈良西ロータリークラブ第25回例会， 61年12月）
川神博弘
サルトルと biographie―サルトルにおける伝記的アプローチー（「仏語・
仏文学」第15号， 61年2月）
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夏のモンプリエ（フランスを旅する 5)ー 一限りなく透明に近い暑さ一（三修
社「基礎フランス語」第5号， 61年9月）
後藤尚人
イゾトヒ°ーと詩的機能（「仏語・仏文学」第15号， 61年 2月）
文芸記号論とグレマス理論の展開(-)(「1/0」第 1号，幻想社， 61年10月）
ナラトロジーの問題ー語りの文法と力動性ー一（日本フランス語フランス文学
会秋季大会口頭発表， 61年10月）
関谷一彦
Jacques le fataliste et son maitreにみられる《猥褻》の問題（関西大学仏
文学会口題発表， 61年12月）
田中寛一
《neme dites pas de rester le meme》-Michel Foucaultにおける
《sujet》の問題について一ー（「仏語・仏文学」第15号， 61年2月）
「フーコー年譜」作成上の諸問題について（関西大学仏文学会口頭発表， 61年
12月）
田中良
Marcel Proust における有罪性の隠蔽（「仏語•仏文学」第15号， 61年 2 月）
津川廣行
ジイドの『狭き門』にみる「面」と「点」の戯れについて（「仏語・仏文学」第
15号,61年 2月）
鄭久信
物語と欲望―Flaubertの UnCmur simple (「仏語・仏文学」第15号， 61
年2月）
『聖ジュリヤン伝』の構成について（関西大学仏文学会口頭発表， 61年12月）
仲井秀昭
REPERTOIREの展望（「仏語・仏文学」第15号， 61年2月）
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ミッシェル・ビュトールのこと（「帝塚山短期大学 Helicon」第1号,61年
8月）
REPERTOIREの展望（関西大学仏文学会口頭発表， 60年12月）
ミッシェル・ビュトールと「旅」（日本フランス語フランス文学会秋季大会口頭
発表,61年10月）
中尾塩子
La langue des Fables de La Fontaine―Remarques sur les emplois 
de l'article―(「仏語・仏文学」第15号， 61年2月）
野浪嗣生
モーパッサンのノルマンディを舞台とする短編小説（「仏語・仏文学」第15号，
61年2月）
久野誠
レトリックからコントラストヘ（駿河台出版社， 60年10月）
プルーストと文末強調構文（「仏語・仏文学」第15号， 61年2月）
プルーストと軽蔑的な伏字（関西大学仏文学会口頭発表， 60年12月）
平田重和
ジャーナリストとしてのカミュ（その 3)(「仏語・仏文学」第15号， 61年2月）
文法のしくみ（三修社「基礎フランス語」， 61年1月～）
本田忠雄
情報取得の姿勢（「葦」 74号，関西大学教育後援会， 61年8月）
村尾和枝
イデアリストとしてのカリギュラ（「仏語・仏文学」第15号， 61年 2月）
村尾嘉男
カミュの文学作品にあらわれた「貧しさ」について（「千里山文学論集」第34号，
61年12月
カミュの作品における「貧困」の諸相（関西カミュ研究会，第4回例会口頭発表，
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61年4月）
森孝子
翻訳 ロマン・ロラン「オルシーノ」（ロマン・ロラン全集13巻，みすず書房，
60年8月）
Alain-Fournier: Le Grand Meaulnes の中の自然—風と雨ーー（「関西
大学文学論集」第35巻第 2号， 61年 1月）
八幡翼
スタンダールと『アルマンス J—キュリアル伯夫人をめぐって一~ • 仏
文学」第15号， 61年2月）
山村嘉己
遊歩道のボードレール（京都玄文社， 61年4月）
女と男のかんけい学（共著）（明石書店， 61年4月）
《Illuminations》の世界（その一）（「仏語・仏文学」第15号， 61年2月）
《Illuminations》の世界（その二）（「関西大学文学論集」創立百周年記念特輯，
61年1月）
女性差別と文学（その一）（「関西大学経政研研究双書」 60,60年3月）
文学表現に現れた女性差別（「関西大学経政研92回産業セミナー， 61年 6月）
研究余滴 ヴェルレーヌ 1 ヴェルレーヌの位置（関西大学生協「書評」 75,
60年9月）
研究余滴 ヴェルレーヌ 2 サチュルニャンの自覚（関西大学生協「書評」 76,
60年12月）
研究余滴 ヴェルレーヌ 3 華やかな仮装の陰で（関西大学生協「書評」 77,
61年4月）
研究余滴 ヴェルレーヌ 4 かりそめの天国に歌う愛の「やさしい歌」（関西
大学生協「書評」 78,61年 7月）
研究余滴 ヴェルレーヌ 5 魔王との接触（関西大学生協「書評」 79,61年12
月）
文法のしくみ 6~12 (三修社「基礎フランス語」 60年10月号~61年4月号， 60年
9月~61年 3月）
覚えておきたい単語 1~ 9 (三修社「基礎フランス語」 61年5月号~62年 1月号，
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61年4月~12月）
和田ゆりえ
逸脱への偏執ー一『ドキュマン』時代のバタイユ（「仏語•仏文学」第15号， 61
年2月）
G. バタイユに於ける神の失墜（「思索の迷路」収，花田圭介先生退職記念論集
編集委員会発行， 61年 5月）
修士論文題目
昭和61年3月
関谷一彦 『ラモーの甥』におけるエロティシズム
林秀治 『セラフィタ』について
106 
後記
「仏語・仏文学」の前号が大部の特別号だったにもかかわらず，本号も
なんとか予定通り年度内に刊行の運びとなり，ほっとしている。
過去 1年間の教室の主な出来事としては，先ず，昨年4月に東北大学か
ら伊地智均氏をお迎えしたことが挙げられる。氏は特にコルネイユの研
究家として著名であるが，フランス古典主義文学全般にわたって造詣が深
く，故小川教授の後任者として正に最適の学究である。今後のご活躍が期
待される。
10月には，前原教授が文学部長の要職に就かれ，また，伊藤教授が学部
学生相談主事に就任された。山村教授は前年度から引き続き学生部長代理
をつとめておられる。多忙な役職に就かれたこれらの方々のご自愛をお祈
りしたい。なお，昭和61年度前期在外研究員として渡仏された円尾教授
は， 9月無事帰国された。
例年通り，本学会の研究発表会・総会・懇親会が12月6日千里山学舎で
開催された。研究発表会では， 5名の方が日頃の研鑽の成果を報告され，
活発に質疑応答が行なわれ，盛会であった。発表者の氏名と題目は次の通
りである。
鄭久信 『聖ジュリヤン伝』の構成について
関谷一彦 Jacques le Jataliste et son maitreにみられる＜猥褻＞
の問題
柏木治《Laclasse pensante》ーースタンダールの D'unnou— 
veau complot contre Les industrielsに関して一一
神垣享介 アルペール・カミュにおける navigationのイメージについ
て一一後期作品を中心にして一
田中寛一 「フーコ一年譜」作成上の諸問題について
（小方厚彦）
関西大学仏文学会々則
I. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と，こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
I. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
I. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生，およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
J. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会のお
こなう事業に参加することができる。
8. 本会の璽要事項は総会の議決による。
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